
第5回日本加速器学会年会･第33回リニアック技術研究会
-----------　第2回サーキュラー ------------
組織委員長　堀　利匡
各位

早春の候、皆様には益々ご清栄のこと、お慶び申し上げます。さて、｢第5回日本加速器学会年会･第33回リニアツク技術研究会｣ヘの参加登録、発表申込など要領のご案内を申し上げます。

主旨：本会は、加速器とその応用分野の研究者・技術者が一堂に会し研究・技術の成果発表および情報交換を行い、さらに個々の研究者はもとより研究機関相互の交流および密接な連携を促進する場を提供するものです。2003年の日本加速器学会発足以来、毎夏定期的に開催され5回目を迎えます。今回で33回目を数える伝統あるリニアック技術研究会の趣旨を継承しており、優れた学問的成果の発表のみならず加速器施設の現場で働く技術者の貴重な経験を共有することで、加速器関連技術の継承と発展を目指しています。また、加速器に関わる技術者の育成に貢献するために広く門戸を開放するという当初からのリニアック技術研究会の精神を反映しています。加速器の応用分野の多様化に加え、専門技術の高度化と細分化が顕著な昨今、この年会の果たす役割がますます重要になってきていることは自明であり、加速器に関わる多くの研究者・技術者の参加を呼びかけるものです。

　尚、本年も加速器学会年会･リニアツク技術研究会には学会会員でない方も自由に参加し発表できることを申し添えます。

参加登録･発表申込等の手順

参加・発表申し込み（同時の開始となります）→アブストラクト提出→プロシーデイングス提出
期　日　　　　5/1～6/9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5/1～6/30　　　　　　　8/6～8/8
■参加登録、発表申込
受付開始:2008年5月1 日(木)　*参加登録は会期中まで受け付けます。

発表申込受付終了：2008年6月 9 日(月)　(予定)

申込方法:下記Webページからの登録によって、受け付けます。
URL:http://www.pasj.jp/

参加費：会期中来場時、会場受付にて申し受けます。

　　一般:5,000円、学生:2,500 円(アブストラクト集･プロシーデイングス代を含む)

懇親会費：会期中会場受付にて申し受けます。

　　　　　一般:4,000 円、学生:2,000 円

発表形式：招待講演、一般口頭発表、一般ポスター発表、企業展示

セッション：施設現状報告、線形加速器、円形加速器、加速器応用、加速器土木*)

　　　　　　*)第3回日本加速器学会年会･第31回リニアツク技術研究会から加えられた新項目です。
加速器の高度化につれて土木基礎や建屋構造などの影響は無視できないものになってきて
おります。これらに加え冷却水、受電設備等のユーティリティについても様々な課題を議論する
セッションと位置づけています。

参加・発表申込方法、発表形式やセッションなどの詳細情報は随時 Web ページのお知らせをご確認下さい。また、アブストラクト（A4用紙で半ページ）およびプロシーディングスの原稿形式は次回サーキュラーでお知らせ致しますが、これについてもWebページの最新ニュースに掲載しますので、よろしくご確認のほどお願い申し上げます。
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今後の主な予定

4月　下旬　・第3サーキュラー/アブストラクト･プロシーディングス作成要領他詳細

5月　1日　・参加・発表申込受付開始

6月　9日　・発表申込締切

6月 30日　・アブストラクト原稿締切

会　期　中　・プロシーデイングス原稿締切
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宿泊の手配についてのお知らせ

下記web等をご参照のうえ、各自でご予約をお願いします。（特に斡旋はいたしません）
http://www.hsrc.hiroshima-u.ac.jp/hotel.htm
なお、会期1日目の8月6日（水）午前８時より、広島市内にて平和記念式典（広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式）が行われますので、お早めに宿を確保されるようお薦め致します。
連絡先:日本加速器学会事務局内

　　　第5回日本加速器学会年会･第33回リニアツク技術研究会実行委員会

　　　〒170-0013　東京都豊島区東池袋2-62-8-507(有)ワーズ内

　　　　 TEL: 03-5960-3488　　FAX:03-5950-1292　E-mail:pasj5-lam33@kasokuki.com

